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健康・⽣活科学委員会ヘルスケア⼈材共創に向けた看護学分科会 
第 26 期・第 4 回議事録 

 
⽇ 時：令和６年 9 ⽉ 23 ⽇（⽉）10:00〜12:13 
場 所：オンライン会議 
出席者：⻄村ユミ（委員⻑）、森⼭美知⼦（副委員⻑）、井上智⼦、⼤久保暢⼦、坂下玲⼦、⻲井智⼦、
神原咲⼦、真⽥弘美、⽥髙悦⼦、⼿島恵、仲上豪⼆朗、法橋尚宏、三重野英⼦、⼭本則⼦、吉沢豊予⼦、
綿貫成明、浅野みどり、⽚⽥範⼦ 
⽋席者：熊⾕晋⼀郎、新福洋⼦、中村征樹、永井由佳⾥ 
   
【報告事項】 
1. 総会・第 2 部(⽣命科学)および委員会等からの報告 
2. 前期に発出した報告、及び周知について 
 令和 5 年健康・⽣活科学委員会 看護学分科会「持続可能な社会に貢献する看護デジタルトランス

フォーメーション」及び「With/after コロナ時代の地元創成看護学の実装」の報告書概要につい
て説明がなされた。 

【審議事項】 
1. 第 1 回公開シンポジウムについて 
 令和７年１⽉ 11 ⽇（⼟）開催予定の「⼈⼝減少・⼈⼝偏在社会に求められるヘルスケア⼈材」

の概要について説明がなされた。オンデマンド配信は予定していないが、可能な限り周知できる
よう録画を⾏い、共催の⽇本看護系学会協議会の協⼒も得ながら配信する（検討）。第 1 回シンポ
ジストは、⼭本委員から森⼭副委員⻑に交代する。 

2. 第 2、3 回公開シンポジウムについて 
 第 2 回⽬は複数職種の配置や経費などについても議論する必要があること、⼈⼝減少の現実を多

職種皆が知識として共有出来ていることが重要であること、これらのシンポジウムは、前期分科
会の成果である地元創⽣看護学ならびにデジタルトランスフォーメーション（DX）と関連するの
か、DX を推進するには、看護職以外に異分野の職種とどう連携していくかの議論と市⺠の声も
取り⼊れる必要があること、多職種の連携・協働の前に多職種の実践モデルの提⽰が必要である
こと等の意⾒が出された。 

 第 1〜3 回のシンポジウムについて、班分けを⾏い推進する意向が出された。 
3. Community-based participatory research (CBPR：コミュニティを対象とした参加型研究)  
 CBPR の看護研究における重要性を鑑み、原著論⽂化を進めるための査読のあり⽅について、⾃

治体等とのデータの受け渡し・倫理審査（体制）等について、本分科会で検討、提⾔を⾏ってい
く必要性があることが話し合われた。 
                                        以上 


